




☆社会保険に加入された方へ☆

　現在、職場の社会保険に加入し、職場から保険証が交付されているのに、
町の国民健康保険証も交付されている方は、国民健康保険の喪失の手続き
がされていませんので、下記のものを持参し、役場住民課窓口もしくは各
出張所において、速やかに国民健康保険の喪失手続きをしてください。

～支払う必要のない国民健康保険税を支払っていませんか？～

　確定申告をされる場合、国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の領収書は、社
会保険料控除の控除額を確認するための大切な資料となりますので、紛失しないようにしてくだ
さい。
　口座振替で納付されている方は、１月下旬に控除の証明となる口座振替済通知書を送付する予
定です。
　領収書等を紛失された場合は、納付額証明書を発行いたしますので、運転免許証等の本人確認
ができる書類をお持ちのうえ、町税務課収税係までお越しください。
　また、年金から国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料を天引きされている方に
ついては、日本年金機構より送付される年金の源泉徴収票の社会保険料の欄に納付額が記載され
ています。源泉徴収票は、確定申告等で必要となりますので紛失しないようにしてください。

　国民健康保険に加入していた方が、職場の社会保険に加入された場合、14日以内に町役場に国
民健康保険の資格喪失の届出をしていただくことになっております。（自動的に国民健康保険の
資格は喪失しません）届出をしていただくと、国民健康保険の資格のあった期間のみ国民健康保
険税が計算され賦課されます。
　喪失の届出をしていただかない限り、職場の社会保険と町の国民健康保険のどちらにも加入し
ていることになり、納付する必要のない国民健康保険税が課税されることとなってしまいますので、
手続きは忘れずに行ってください。

★社会保険に加入した場合や他市区町村へ転出した場合等、本来なら壬生町国民健
　康保険の資格がないのにもかかわらず、医療機関等で壬生町国民健康保険証を使
　用することは絶対にしないでください。
★社会保険を喪失した場合にも、速やかに国民健康保険加入の手続きをしてください。
　社会保険喪失日から国民健康保険加入となり、国民健康保険税が賦課されます。

手続きの際
ご持参いただくもの

①加入した社会保険証　②国民健康保険証　③印鑑

◎問合せ先　●町総務部税務課収税係　　　81－1816

◎問合せ先　●町民生部住民課国保年金係　　81－1836

※その他届出にいらっしゃる方の運転免許証等本人確認のできる書類もお持
　ちください。
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国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料の納付額証明等について



ジェネリック医薬品を
上手に活用しましょう

柔道整復師（整骨院・接骨院）に
かかるときには次の点に注意しましょう。

～国保からのお知らせ～

柔道整復師（整骨院・接骨院）に
かかるときには次の点に注意しましょう。

ジェネリック医薬品を
上手に活用しましょう

◎原因を正しく伝える
　柔道整復師による施術は、国民健康保険の対象となる場合と対象外の場合があります。
負傷原因をきちんと伝え正しく施術を受けることが大切です。

◎病院との重複受診をしない　
　同一の負傷について、同時期に整形外科の治療と柔道整復師の施
術を重複して受けた場合は、柔道整復師の施術は国民健康保険の対
象外となります。ただし、負傷の状態の確認のために定期的に医師
の検査を受ける場合や、継続して施術が必要かについて確認するた
めに対診して施術することは可能です。

　ジェネリック医薬品とは、新薬の特許期間などが過ぎた後に他
のメーカーから製造販売される同じ有効成分・同じ効き目の医薬
品です。開発コストが少ないため、先発医薬品よりも安価な場合
が多く、保険医療費の抑制効果も期待されています。医療機関で
出された処方せんをもとに薬局で受け取るお薬は、患者さん自身
が医師や薬剤師と相談したうえで、先発医薬品かジェネリック医
薬品かを選ぶことができます。ジェネリック医薬品を正しく理解
して上手に活用しましょう。

◎「療養費支給申請書」の内容をよく確認する　
　整骨院などで施術を受ける場合、医療機関同様に窓口で保険証を提示し、一部負担金
を支払うほかに「療養費支給申請書」に署名しなければなりません。この申請書には傷
病名や施術内容、回数などが記載されているので中身を確認してから署名しましょう。
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※施術内容についての確認をお願いすることがあります。
　国民健康保険で柔道整復師にかかった方に、負傷の原因や施術内容等について照会をさせていただ
くケースがあります。これは請求内容等に誤りがないか確認をさせていただくためです。　
　医療保険の財政健全化のためにも、皆様のご協力をお願いいたします。



壬生中２年　大塚 美乃里さん　　（中右）
壬生中　　　山　校長　　　　　　（左）
壬生中　　　美術部顧問 坂本先生（中左）　

平成25年度（第65回）明るい選挙啓発ポスターコンクール

中央審査（第３次審査）で大塚美乃里さんが
文部科学大臣・総務大臣賞を受賞

県審査（第２次審査）で小出陽菜乃さんが優秀賞受賞

文部科学大臣・総務大臣賞

　　　　大塚　美乃里（壬生中２年）

優秀賞

入　選

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

佳　作

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

小出　陽菜乃（壬生中２年）
金本　美姫　（壬生小５年）
石川　茉奈　（壬生小６年）
吉田　桃羽　（藤井小４年）
細井　裕貴奈（壬生中１年）
佐藤　萌々香（壬生中２年）
藤原　実乃里（壬生中２年）
谷口　創一　（壬生中３年）
後藤　颯仁　（壬生小１年）
古郡　優衣　（壬生小３年）
佐藤　真琴　（壬生小４年）
稲葉　健斗　（壬生小６年）
藤原　朱里　（壬生東小４年）
吉田　愛　　（睦小５年）
管野　結貴樺（壬生中３年）

尾津　裕紀　（壬生中１年）
佐藤　なる美（壬生中１年）
神　　美紀　（南犬飼中３年）
南雲　瑞希　（南犬飼中３年）

入　選

　〃

　〃

　〃

　明るい選挙啓発運動の一助とするため、全国の児童生徒のみなさんを対象とした「平成25年度（第65回）
明るい選挙啓発ポスターコンクール」が行われました。
　県内の小・中・高生から、総数2,663点の作品が寄せられ、第１次審査（市町単位）を通過した585点が
第２次審査（県）に出品されました。
　本町においても148点にのぼる作品の応募があり、その中から優秀作品として第２次審査推薦作品20点が
選ばれました。
　第２次審査の結果、本町では大塚美乃里さん（壬生中２年）、小出陽菜乃さん（壬生中２年）の作品が
優秀賞に輝いたほか、入選に７点、佳作に７点が選ばれ、合計16点が入賞するすばらしい成績を上げました。 
更に、大塚美乃里さんの作品は、中央審査（第３次審査）にて、最高賞の文部科学大臣・総務大臣賞を受
賞しました。
  審査結果は、次のとおりです。
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中央審査（第３次審査）受賞

県審査（第２次審査）入賞

町審査（第１次審査）入選

おお  つか            み    の     り

  こ   いで          ひ    な    の

 かね もと          み     き

 いし  かわ          ま     な

 よし   だ           もも   は

 ほそ   い            ゆ    き     な

   さ   とう          も     も     か

 ふじ  わら          み    の     り

 たに ぐち         そう  いち

   ご   とう        りゅう  と

 ふるごおり         ゆ     い

   さ   とう          ま   こと

 いな   ば           たけ   と

 ふじ  わら         あか   り

 よし   だ           あい

 かん   の            ゆ    き     か

   お    づ           ゆう   き

  さ   とう                          み

 じん                  み    き

  な   ぐも          みず   き
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　顔写真付きの身分証明書をお持ちでない方（運転免許証をお持ちでない方や、高齢等により運
転免許証を返納した方など）は、役場窓口での住民票や戸籍謄（抄）本の請求や、銀行等での口
座開設や現金振込の際に本人確認ができないためにご不便が生じております。このような場合『写
真付きの住民基本台帳カード』は身分証明書として公的に認められており、お持ちになると大変
便利です。
　壬生町に住民登録のある方であれば、どなたでも役場住民課でお取りいただけますので、ぜひ
ご利用ください。

問合せ先　町民生部住民課 　　８１－１８２４　

住民基本台帳カードの交付申請については、下記のとおりです。

壬生町役場　民生部　住民課
500円

発行日より10年間
印鑑、本人確認書類

※写真は受付窓口で無料にて撮影いたしますが、ご自身で写真をお持ちいただく場合は、パスポー
　ト用の写真（4.5cm×3.5cmで６か月以内に撮影した正面・無帽・無背景のもの）をご用意ください。
※本人確認書類として、「健康保険証」と、もう１点お名前等が確認できるもの（例：年金手帳、
　預金通帳、診察券、キャッシュカード等）をご提示いただきます。
　申請後、ご自宅へ「照会書（回答書）」を郵送いたしますので、回答書と本人確認書類を持って
　再度ご来庁いただいてのカード引渡しとなります。
　ただし、申請時に以下のいずれかを提示できる方に限り、その場でカードをお渡しできます。
　有効期限切れのもの、住所や氏名が未変更の免許証など申請書の内容と異なるものは本人確認書
　類として使えません。
　○運転免許証　○身体障がい者手帳　○パスポート　○療育手帳　○精神障がい者保健福祉手帳
　○在留カード　○特別永住者証明書
※原則として代理人による申請はお受けできません。
※その他詳細につきましては下記までお問い合わせください。

月曜日～金曜日（祝休日、12月29日～１月３日を除く）の
午前9時～午後4時30分
※手続きに30分ほど時間がかかります。

受付場所
交付手数料

カードの有効期限
申請に必要なもの

受付時間

便利で安全 身分証明書には!

※ただし、2013年１月１日以降に運転免許証を自主返納した方
　については、申請により交付手数料が免除になる制度がありま
　す。詳しくはお問い合わせください。

住民基本台帳カードが
最適です
住民基本台帳カードが
最適です



　公的個人認証サービスとは、本人であることを証明する電子証明書を住民基
本台帳カード内に記録することにより、インターネットを使った電子申請や届
出を行う際に、他人による「なりすまし」や通信途中での申請内容の「改ざん」
などを防ぐためのサービスです。

※電子証明書を取得することにより、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用することが
　できます。
　e-Taxについての詳細は、国税庁のホームページをご覧ください。
　国税庁ホームページアドレス　http://www.e-tax.nta.go.jp

申請については、下記のとおりです。

申請できる方 壬生町に住民登録をしている方（15歳以上）

○住民基本台帳カード

○本人確認書類（運転免許証・パスポート等官公署が発行した顔
　写真付き身分証明書）

月曜日～金曜日（祝休日、１２月２９日～１月３日を除く）の
午前９時～午後４時30分

※手続きに30分ほど時間がかかります。

電子証明書を使用するには、インターネットの利用可能なパソコン
とＩＣカードリーダライタが必要になります。
代理人が申請する場合は、提出書類等申請方法が異なりますので、
詳細につきましては、お問い合わせください。

申請に必要なもの

その他

受付時間

電子証明書を
発行しております

公的個人認証サービスに伴う

問合せ先　町民生部住民課 　　８１－１８２４　

有効期限

手数料

受付場所

　

発行日より３年間（内容変更があった場合を除く）

５００円

壬生町役場　民生部　住民課
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10億0 20億 30億 40億 55億（円）50億

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

0 10億 20億 30億 40億 50億（円）

収益的収入
及び支出

資本的収入
及び支出

収入 

支出 

収入 

支出 

574,517

560,617
567,345

・資本的収支の収入額が支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんしました。

予算現額 町民税 

945,780千円

23,818円

64,269円

人口 39,708人　世帯 14,716世帯

36,254円

97,825円

1,650円

4,452円

3,628円

9,790円

26円

69円

町民税 

1,984,582千円

66,997千円

65,518千円

1,017千円

279,800千円

144,072千円

固定資産税 

1,439,592千円
固定資産税 

軽自動車税 

町たばこ税 

町たばこ税 

軽自動車税 

都市計画税 収入済額

10億0 20億 30億 40億 50億（円）

200億

150億

100億

50億

町民税町民税 軽自動車税軽自動車税 都市計画税都市計画税固定資産税固定資産税 町たばこ税町たばこ税町民税

一人 当たり
65,376円

一世帯 当たり
176,405円

平成25年９月末現在

軽自動車税 都市計画税固定資産税 町たばこ税

59億3,672万7千円 

63億6,034万円 

29億973万7千円 

47億1,911万2千円
43億8,659万6千円
41億8,342万1千円

5億6,360万円

4億7,792万7千円
1億394万7千円

2億1,145万円
172万2千円円

5億3,094万9千円
1億2,921万3千円

2億12万7千円

22億5,746万3千円
19億2,851万4千円

18億3,299万8千円
1億6,973万1千円

6億3,580万8千円

25億3,971万8千円
10億1,236万円
9億8,280万4千円

7億7,841万5千円
2,497万円
2億531万4千円

3億3,316万6千円
1億3,438万円
1億3,063万4千円

170万1千円
168万4千円
150万円

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

平成25年度上半期

町の財政状況報告

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

奨 学 資 金 特 別 会 計

介護保険事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

■予算現額
■執 行 額

（円）
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50億8,665万7千円50億8,665万7千円

0

76億7,055万2千円76億7,055万2千円
一般会計債

63億8,585万7千円63億8,585万7千円

公共下水道
事業債

032億9,909万5千円32億9,909万5千円

農業集落
排水事業債

19億9,144万9千円19億9,144万9千円
 上水道事業債

■予算現額

■収入済額

■支出済額

■予算現額
■執 行 額

2,146,203千円
3,747千円
都市計画税 総額

193億4,695万3千円
総額
193億4,695万3千円



栃木税務署納税推進協議会
中学生の「税についての作文」受賞者

10

　栃木市の栃木商工会議所で11月13日に行われた、栃木税務署納税推進協議会の納税表彰「税
についての作文」部門において、斎藤祐太朗さん（南犬飼中３年）が栃木税務署長賞を、
星　百香さん（南犬飼中３年）が壬生町長賞を受賞しました。

栃木税務署納税推進協議会
中学生の「税についての作文」受賞者

10月22日

●栃木税務署長賞
　「明るい未来を築くために」
　　　　　　　　　　　南犬飼中３年　斎藤　祐太朗

●壬生町長賞
　「私たちと税金」
　　　　　　　　　　　南犬飼中３年　星　百香

さい    とう           ゆう   た    ろう

ほし           もも    か

中学生の「税についての作文」
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公
民
館
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

 
壬
生
藩
校
〈
学
習
館
〉
で
実
践
し
て
い

た
論
語
の
素
読
を
学
校
や
一
般
家
庭
に

普
及
さ
せ
よ
う
と
町
教
委
と
壬
生
論
語

抄
作
成
実
行
委
員
会
が
企
画
い
た
し
ま

し
た
。

　
管
内
８
小
学
校
の
児
童
た
ち
一
堂
が
「
子

い
わ
く
、
学
び
て
時
に
之
を
習
う
」
。

約
１
０
０
０
人
の
声
は
自
然
と
一
つ
に

ま
と
ま
り
会
場
内
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
朗
誦
に
先
立
ち
、
各
小
学

校
の
代
表
者
が
論
語
に
つ
い
て
語
り
合

う
「
子
ど
も
論
語
サ
ミ
ッ
ト
」
も
開
催

さ
れ
、
各
校
独
自
の
取
り
組
み
も
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
内
で
初
め
て
の
藩
校
〈
学

習
館
〉
を
設
立
し
た
壬
生
藩
主
の
鳥
居

忠
英
が
、
江
戸
時
代
屈
指
の
儒
学
者
伊

藤
仁
斎
か
ら
学
ん
で
い
た
こ
と
が
歴
史

民
俗
資
料
館
企
画
展
『
大
名
鳥
居
忠
英

と
学
者
伊
藤
仁
斎
』（
10
月
19
日
〜
11

月
24
日
）
で
公
開
さ
れ
「
忠
英
が
仁
斎

か
ら
論
語
を
徹
底
的
に
学
び
、
学
問
を

重
視
し
た
こ
と
が
早
期
の
藩
校
設
立
に

つ
な
が
っ
た
」
こ
と
な
ど
も
分
か
り
ま

し
た
。

い    

た
だ  

て
る
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町発展への功労・功績をたたえ
自治功労者を表彰

　永年にわたり、町政運営の推進、教育・文化の振興等で多大な功績
を残された方々を称え、「平成25年度壬生町自治功労者表彰式」が、
11月５日（火）に役場正庁で行われました。
　今年は、功労賞を９名の方、徳行賞を１名の方が受賞されました。

○９年以上農業委員会委員の職にあった方…………………………

○12年以上選挙管理委員会委員の職にあった方……………………

○12年以上監査委員の職にあった方…………………………………

○20年以上条例又は規則で設置した非常勤の特別職にあって
　功績があったと認められる方………………………………………

○前後職を異にし通算により対象となる方…………………………

杉野　昇　

人見　武　
森田　一生

　下　龍夫
　

粂川　惠子

伊藤　充哉
大垣　充　
落合　義治
松本　幸三

 すぎ    の           のぼる

  ひと    み            たけし

  もり    た             かず   いき

    せ   した           たつ     お

　

  くめ   かわ           けい    こ

    い    とう           みつ   ちか

  おお   がき          みつる

  おち   あい           よし   はる

  まつ   もと           こう   ぞう

駒林　昭雄
こま  ばやし　      あき    お

功　労　賞

徳　行　賞

○町へ１００万円以上の金品を寄付された方………………………



　町内の小・中学校から募集しました「納税に関するポスター標語」を、「税を考える週間」（11
月11日から17日）に合わせて、役場住民課窓口前の町民ホールに展示しました。
　これは、次代を担う児童・生徒が夏休み期間中に「納税に関するポスター標語」を作成すること
により、家族みんなで税について考え、税についてより関心と理解を深めていただこうと、町内の
小学６年生と中学２年生を対象に毎年実施しているものです。
　今年は608点の応募があり、最優秀賞各１点、優秀賞各５点及び佳作各14点を表彰し、その中
から最優秀賞及び優秀賞各６点（計12点）を展示しました。

税を考える週間（11月11日～17日）

納税の推進に関するポスター標語納税の推進に関するポスター標語納税の推進に関するポスター標語

【小学生の部】　最優秀賞　壬生小6年　大山　湧生 【中学生の部】　最優秀賞　南犬飼中2年　粟田口　遥花

　第39回スポーツチャンバラ世界選手権大会が、11
月４日東京都駒沢オリンピック公園総合運動場体育
館で開催され、夢翔館道場の新城大翔君（壬生小学
校３年）が小太刀７～８級の部で優勝しました。
　本大会には、栃木県から各クラスに33名、世界
24ヶ国から840名が出場し、熱戦が繰り広げられま
した。

最優秀賞
「ありがとう　ぼくらのくらし　支える納税」
　　　　　　　　　壬生小６年　　大山　湧生
優 秀 賞
「将来の　くらしを守ろう　税金で」
　　　　　　　　　壬生東小６年　村上　琴海

「税金は　あらゆる施設に　生かされる」
　　　　　　　　　壬生北小６年　藤本　夢

「納めよう　笑顔でくらせる　未来のために」
　　　　　　　　　壬生小６年　　落合希来里

「納税で　未来につなぐ　明るい社会」
　　　　　　　　　壬生小６年　　前田亜衣子

「税金を　納めてつなごう　笑顔の輪」
　　　　　　　　　壬生小６年　　石川　茉奈

最優秀賞
「納税で　よりよい暮らし　明るい未来」
　　　　　　　　　南犬飼中２年　粟田口遥花
優 秀 賞
「納税は　未来へ届く」
　　　　　　　　　壬生中２年　　白石　紗花

「納税で　住みよい街づくり」
　　　　　　　　　壬生中２年　　佐藤萌々香

「つなげよう　正しい納税　明るい未来へ」
　　　　　　　　　壬生中２年　　佐藤　遥華

「納税で　輝く未来の　町づくり」
　　　　　　　　　南犬飼中２年　小林　桃子

「納税で　新たな一歩　踏み出そう」
　　　　　　　　　南犬飼中２年　水本　真菜

おお やま           ゆ    お あわ   た   ぐち  はる   か

 むら かみ         こと    み

 ふじ もと        のぞみ

 おち  あい   き    ら     り

 まえ   だ    あ      い     こ

 いし  かわ          ま     な

  しら  いし　     さや    か

     さ  とう   も     も    か

    さ  とう　      はる  か

    こ  ばやし     　もも   こ

  みず もと　       ま    な

しん じょうひろ    と

スポーツチャンバラ世界大会で優勝スポーツチャンバラ世界大会で優勝
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目指せ国立競技場

第10回みぶっ子ドッジボール大会
　10月27日（日）、第10回みぶっ子ドッジボール大会（主催：壬生町子ども会育成会連絡協議会・壬
生町教育委員会）が、町総合運動場体育館で開催されました。
　この大会は子どもたちの心身を鍛えるとともに、単位子ども会育成会間の交流・活性化を図るこ
とを目的として毎年開催しております。
今年はアンダースリーの部（小学校１～３年生）８チーム85名、オーバースリーの部（小学校４～
６年生）８チーム90名、合計16チーム175名が参加し、熱戦が繰り広げられました。

【試合結果】
○アンダースリー（１～３年）の部
　優　勝　みぶウィッチーズ　（県営壬生住宅・城内・城南）
　準優勝　上田ファイターズ　（上田）
　第三位　Ｕ－８　　　　　　（上新町・下表町・いずみ）

○オーバースリー（４～６年）の部
　優　勝　ゼブラ　　　　　　（落合本田・国谷新田・至宝北・六美北部）
　準優勝　Ｕ－１２　　　　　（城内・城南・いずみ）
　第三位　レッドタイガー　　（北小林）

小学校でボランティア活動

　12月31日から始まる第92回全国高校サッカー
選手権大会に出場する壬生中出身の矢板中央高校
３年若林涼太さんが、今後の意気込みを語ってく
れました。｢はじめての全国大会で緊張するけど、
しっかり戦って一つずつ勝って、仲間とサッカー
ができる時間を大切にしたい、東京オリンピック
開催に伴う改修で使用できなくなるので、最後の
国立競技場で戦いたい｣とのこと。サッカーは人間
性に通じるとの思いがあり、大学での競技継続を
考えているそうです。これからの涼太さんに注目
です。

わかばやしりょう  た

た     が    や          しげる

ろく  ぼく

　10月27日（日）、全建総連栃木建労壬生支部（多賀谷　茂
支部長）の皆さん６名がボランティア活動を実施しました。
　壬生小学校の遊具（肋木）のペン
キ塗装を壬生支部の職人さんが行い、
きれいになった遊具に児童たちは大
喜びでした。

アンダースリーの部入賞のみなさんアンダースリーの部入賞のみなさん

オーバースリーの部入賞のみなさんオーバースリーの部入賞のみなさん
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下
水
道
普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
２
名
が
表
彰

　
10
月
17
日
「
第
19
回
巴
波
川

流
域
下
水
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
お
い
て
、
下
水
道
普
及
啓
発

ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
市
・
壬
生
町
の
小
学
４

年
生
の
多
数
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
、
巴
波
川
流
域
下
水
道
促

進
協
議
会
会
長
賞
に
壬
生
小
学

校
４
年
　
佐
伯
愛
美
さ
ん
が
、

ま
た
、
理
事
長
賞
に
同
じ
く
壬

生
小
学
校
４
年
　
　
山
翔
吾
さ

ん
が
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

優勝者のみなさん　後列　左より 大山・瀬賀・宮内・村島
　　　　　　　　　前列　左より 村上・酒井

写真は左から中山さん、木野内さん、町長、渡辺さん、小菅さん

栃
木
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
開
催

　
10
月
23
日
、
第
23
回
栃
木
県

民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
、

県
内
各
地
で
活
躍
す
る
民
生
委

員
児
童
委
員
、
関
係
者
が
一
堂

に
会
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
席
上
、
長
年
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
次
の
方
が
表
彰
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

全
国
民
生
委
員

児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
木
野
内
　
啓
一
　
さ
ん

栃
木
県
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
　
　
中
山
　
清
　
　
　
さ
ん

　
　
　
渡
邉
　
容
子
　
　
さ
ん

　
　
　
小
菅
　
陽
子
　
　
さ
ん

Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｕ
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

11
月
17
日

町
総
合
運
動
場
体
育
館

参
加
者
46
名

30th

堀越　たきさん　（10月30日生）

村上　園子さん　（10月17日生）

会長賞を受賞した作品

佐伯愛美さん 　山翔吾さん

成　績

●男子Ａ　優　勝　　村島・宮内　組
　　　　　準優勝　　上野・平石　組
　　　　　第３位　　佐藤・内村　組

●男子Ｂ　優　勝　　大山・瀬賀　組
　　　　　準優勝　　村上・藤原　組
　　　　　第３位　　柳澤・和久井　組
　　　　　　　　　　岩本・渡辺　組

●女子Ｂ　優　勝　　酒井・村上　組
　　　　　準優勝　　藤田・山川　組
　　　　　第３位　　関　・笹田　組

むら  しま         みや うち

うえ   の           ひら  いし

  さ  とう         うち  むら

おお  やま          せ     が

むら  かみ         ふじ  わら

やなぎさわ       わ   く    い

いわ  もと          わた なべ

さか   い           むら  かみ

ふじ   た           やま  かわ

せき　　　　　　ささ   だ

さ  

え
き 

あ
い  

みた
か 

や
ま
し
ょ
う 

ご

き   

の   

う
ち       

け
い
い
ち

な
か 

や
ま     

き
よ
し

わ
た 

な
べ        

よ
う  

こ

  

こ  

す
げ       

よ
う  

こ

特
別
敬
老
金
「
１
０
０
歳
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
壬
生
町
で
は
、
10
年
以
上
本

町
に
暮
ら
し
、
１
０
０
歳
を
迎

え
ら
れ
た
方
に
、
敬
老
金
を
贈

り
長
寿
を
祝
っ
て
い
ま
す
。
平

成
４
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
が
、
今
回
は
２
名

の
方
が
満
１
０
０
歳
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
町
長
が
訪
問
す
る
と
、
お
二

人
と
も
お
だ
や
か
な
様
子
で
出

迎
え
て
下
さ
り
、
花
束
を
手
渡

し
ま
す
と
、
に
っ
こ
り
と
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
長

生
き
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ほりこし

むら かみ         その    こ
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壬生町３歳児よい歯のコンクール表彰受賞
　10月27日、壬生町保健福祉センターにおいて「第27回壬生町健康ふくしまつり」が開催されました。
　その席上において、５月15日に行われた「平成25年度壬生町３歳児よい歯のコンクール」で優秀
な成績を修めた次の７組の方が表彰を受けました。

３歳児よい歯の部
　最優秀賞　松本　有翔くん
　優 秀 賞　木村　優都くん
　優 良 賞　加藤　美幸ちゃん
　優 良 賞　　橋　騎士くん
　優 良 賞　中舘　優和くん

親と子の部
　最優秀賞　　見　悦雄さん・海翔くん
　優 秀 賞　出井　啓子さん・晴基くん

　
11
月
17
日
（
日
）、
壬
生
町

総
合
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い

て
、
来
年
行
わ
れ
る
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
」
の

リ
ハ
ー
サ
ル
と
し
て
「
栃
木
県

シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
【

O
V
E
R
50
】
」
の
４
試
合

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
の
下
、
50
歳
以
上

と
は
思
え
な
い
ほ
ど
キ
レ
の
あ

る
動
き
を
見
せ
る
選
手
た
ち
が
、

フ
ィ
ー
ル
ド
い
っ
ぱ
い
駆
け
回

っ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
も
て
な
し
」
と
し

て
か
み
な
り
汁
、
い
ち
ご
ジ
ュ

ー
ス
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
選
手
た

ち
は
試
合
後
に
美
味
し
そ
う
に

飲
み
干
し
て
い
ま
し
た
。

　
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は
「
全

国
健
康
福
祉
祭
」
の
愛
称
で
あ

り
、60
歳
以
上
の
方
々
を
中
心

に
、あ
ら
ゆ
る
世
代
が
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
ス
ポ

ー
ツ
、文
化
、
健
康
と
福
祉
の

総
合
的
な
祭
典
で
す
。
来
年
は

栃
木
県
で
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

栃
木
２
０
１
４
」
が
10
月
４

日
（
土
）〜
７
日
（
火
）に
開
催
さ

れ
、
壬
生
町
は
宇
都
宮
市
と
と

も
に
サ
ッ
カ
ー
会
場
に
な
り
ま

す
。
町
民
の
皆
様
の
応
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

まつ  もと         なお   と

  き   むら         ゆう   と

  か  とう           み   ゆき

たか  はし           ないと

なか だて          ゆう   わ

 はす   み　        えつ   お　                    かい   と

いで   い　　     けい   こ　                    はる   き
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栃木県民スポーツ大会で好成績！
　10月20・27日に県内各地で県民スポーツ大
会が開催され、熱戦が繰り広げられました。
　壬生町は12種目に148名が出場し、クレー
射撃が準優勝、卓球・ソフトテニス・テニス・
サッカーが第３位に入賞しました。

「H25地域会議（タウンミーティング）」に
ご参加いただきありがとうございました。
「H25地域会議（タウンミーティング）」に
ご参加いただきありがとうございました。

　町では、10月１日から11月５日までの約１ヵ月間にわ
たり、昨年度まで開催しておりました自治会長を対象とす
る地区別町政懇談会に替わり、より多くの町民の方の意見
や要望など、“生”の声を住民協働のまちづくりに反映さ
せるため、各小学校区を単位として、８回の「地域会議（タ
ウンミーティング）」を開催しました。

　会議は、小菅町長によるこれまでのまちづくりの成果や
今後のまちづくりの方針などの説明の後、町長を座長とし
て参加者の方々とフリートークを実施しました。

フリートークでは、参加者の皆様から、道路の整備や上下
水道の整備などの基盤整備に関するもの、街路灯・防犯灯
の設置や児童・生徒の登下校時の安全確保など安全安心の
まちづくりに関するもの、そして５年、１０年先を見据え
たまちづくりの指針に関するものなど、多くの分野で数多
くの意見が出され、町長をはじめとする町執行部出席者が
回答しました。

　今後は、皆様からいただいた意見・要望等を参考として、
町の各種施策・事業を実施していきたいと考えております。

地元と共に まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

鈴木自動車販売株式会社
ロータスクラブ壬生車検センター

スズキ販売壬生

フリーダイヤル　0120-12-0798

新車・中古車販売 くるま市店

スタンドスズキ
オートサービス安塚給油所

鈴木輪業
サイクル＆モーターショップ

壬生町安塚1170-6
TEL：（86）0798
FAX：（86）0903

壬生町安塚793-18
TEL：（86）3188
FAX：（86）3172

壬生町安塚874-3
TEL：（86）0386
FAX：（86）0368

壬生町安塚1935
TEL：（86）0012
FAX：（86）1356

16
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栃木県統計大会
栃木県統計協会名誉会長表彰受賞

　平成25年１１月２１日、栃木県総合文化センター

において、第５１回栃木県統計大会が開催され、細

井 義雄さんが栃木県統計協会名誉会長表彰を受賞

されました。

　細井さんは各種統計調査に従事され、統計調査の

発展・推進に多大なる貢献をされています。

健康遊具で楽しく健康づくり！
　東雲公園芝生広場に、地域の皆さんの健康づくりにご利
用いただける「健康遊具」が設置されています。
　「健康遊具」とは、曲げる・飛ぶ・伸ばすなどの基本的な
ストレッチや運動不足の解消、体力の維持・向上といった
健康づくりを主な目的とした遊具です。
　外の空気に触れて身体を動かすことが健康づくりの一歩
になります。子どもからご高齢の方まで、気軽に健康遊具
をご利用ください。

人権擁護委員が街頭啓発活動を実施
　国連が世界人権宣言を採択した12月10日（「人

権デー」）を最終日とする１週間（12月４日から１

０日）を人権週間と定め、世界人権宣言の意義を訴

えるとともに人権尊重思想の普及高揚のための啓発

活動として、町人権擁護委員連絡協議会（会長　齊

藤和子）では、12月６日に町内２カ所において、街

頭啓発活動を実施し多くの方に人権の重要性を啓発

した外、午後には保健福祉センターを会場に特設人

権相談所を開設しました。

ほそ

とう  かず   こ

●準備運動・整理体操をしっかりと　　　　●運動しやすい服装と靴で

●体調・体力に合わせて無理のないペースで　●遊具ごとの正しい使用方法で
健康遊具を使う前には、右記のこ
とに気をつけてご利用ください。

い　　　 よし   お

さい
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嘉陽が丘の里山整備
（下草刈り）を実施

　町の名前がついた野菜、｢壬生菜｣を使用したメニュ
ーが初めて壬生小学校の給食に登場しました。今回は
町内で栽培されたものを町農業委員会が提供し、かき
玉汁となって登場しました。町農業委員会は、他に耕
作放棄地を再生し栽培した大根、里芋などの野菜を給
食に提供し、味噌汁や煮物となって登場しています。
　児童たちは、初めての食材に目を輝かせ、笑顔のと
きを過ごしていました。

給食に壬生菜

　11月17日(日)早朝より、地域の方約150名と、壬
生町造園業組合及び壬生町建設業組合のボランティア
の方約60名の協力により、嘉陽が丘ふれあい広場周
辺山林の下草刈りが行われました。
　この事業は、町の「明るく安全な里山林整備事業」
を活用して、自然豊かな環境づくりと、美しい里山を
次代に引き継ぐことを目的として、嘉陽が丘里山の会（会
長坂田昇一）が主催したものです。

壬生町小学生駅伝チーム始動！！
　本年度より、毎年１月に「栃木県郡市町対抗駅伝競走大会」
と同時開催される「栃木県小学生駅伝競走大会」の出場に向
けて、壬生町小学生駅伝チームの練習が開始されました。
　町内の各小学校から集まった５年生から６年生の20名
の児童が、先生方の熱心な指導のもと、一生懸命汗を流し
ています。
　将来、郡市町対抗駅伝大会においても活躍できる選手が
誕生することを願います。
　第６回栃木県小学生駅伝競走大会は１月26日(日)に栃木
市総合運動公園特設コースで開催されます。
　皆様の応援をどうぞよろしくお願いいたします。

み　ぶ　な

さか た しょういち
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社会教育功労者表彰
（文部科学大臣表彰）受賞

北方領土返還要求促進の署名運動を実施

「人権の花」運動　花の贈呈式

さいとうかず  こ

わたなべようこ

　退職教職員ボランティア「遊び学びキャラバン隊」の
隊長として、子どもたちに豊かな体験活動を提供するなど、
多年にわたり活躍され、地域の教育力向上に努められた
渡邉容子さん（壬生丁）が、地域における社会教育の振
興に対する功績を認められ、11月14日、文部科学省に
おいて、平成25年度社会教育功労者（ボランティア活動）
表彰を受賞されました。

　壬生町自衛隊父兄会（会長　関本和夫）では、蘭

学まつり並びに町産業祭の会場において署名活動を

実施しました。北方領土は歯舞群島、色丹島、国後

島及び択捉島の北方四島で、祖国復帰が未だに実現

されていないことから、署名を通じて国民一人ひと

りの意思を北方領土返還実現に反映させようと、毎

年父兄会の会員により活動しており、多くの方々か

ら署名を頂いていました。

　10月21日、藤井小学校において宇
都宮地方法務局、栃木人権擁護委員
協議会、町による「人権の花」運動
の花の贈呈式が行われました。当日は、
町人権擁護委員（会長 齊藤和子）の
方々から児童たちに葉ボタン・パン
ジー・ビオラ等の苗が手渡されました。
　この運動は、児童が相互に協力し

ながら花を育てることで、やさしさや相手に対する思いやりの心を育み、人権への理解を深めてもらおう
と実施しているもので、本年度は藤井小と壬生小の２校で贈呈式が行われました。

せきもとかず お

はぼまいぐんとう       しこたんとう      くなしり

とう        　 えとろふとう
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第44回

栃木県道路愛護作業コンクール
6団体が優秀賞を受賞

AAA QQQ

　
11
月
18
日
、
栃
木
県
公
館
に
お
い
て
栃
木
県
道
路
河
川
愛
護
連

合
会
主
催
に
よ
る
「
平
成
25
年
度
道
路
愛
護
作
業
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
参
加
団
体
が
良
好
で
快
適
な
道
路
環
境
の

維
持
・
保
全
、
花
木
の
植
栽
に
よ
る
道
路
の
美
化
な
ど
に
取
り
組
ん

だ
結
果
を
、
建
設
・
維
持
・
環
境
、
フ
ラ
ワ
ー
部
門
に
分
け
て
審
査
、

表
彰
を
す
る
も
の
で
す
。

　
壬
生
町
で
は
、
至
宝
町
南
美
化
推
進
ク
ラ
ブ
、
緑
町
三
丁
目
自
治
会
、

福
和
田
花
壇
管
理
組
合
、
六
美
北
部
自
治
会
、下
町
南
花
壇
管
理
組
合
、

稲
葉
地
区
公
民
館
周
辺
花
壇
管
理
組
合
が
フ
ワ
ラ
ー
部
門
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
各
団
体
と
も
、
地
域
内
の
国
県
道
、
町
道
等
の
緑
地
帯
等
の
花
の

植
え
付
け
、
除
草
清
掃
及
び
、
空
き
缶
・
ゴ
ミ
拾
い
等
の
道
路
愛
護

作
業
を
定
期
的
に
行
い
、
積
極
的
に
道
路
美
化
活
動
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

写真左から

至宝町南美化推進クラブ　粂川隆男さん、

緑町三丁目自治会　　　　林　三男さん

栃木県道路愛護作業コンクール
6団体が優秀賞を受賞

 くめかわたか  お

はやし　 みつ  お

「
壬
生
町
教
育
委
員
会
」っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？
Ⅱ

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
教
育
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。〜

教育委員会の点検・評価に係る検討会議（11月６日）

　
　
教
育
委
員
会
で
は
、
会
議
を
通
し
て
ど
の
よ

　
　
う
な
こ
と
を
意
思
決
定
し
て
い
る
の
で
す
か
？

　
　
教
育
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
の
策
定
、

　
　
教
育
委
員
会
規
則
の
制
定
･
改
廃
、
教
育

委
員
会
事
務
局
及
び
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関

の
職
員
の
人
事
、
教
育
委
員
会
の
活
動
の
点
検
・

評
価
等
に
つ
い
て
、
教
育
事
務
の
管
理
執
行
に

関
す
る
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

前
号
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
具
体
的
に

執
行
す
る
の
は
教
育
委
員
会
か
ら
委
任
さ
れ
た

教
育
長
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
事
務
局
で
す
。

　
　
で
は
、
教
育
委
員
会
の
会
議
は
、
ど
の
く

　
　
ら
い
開
催
さ
れ
る
の
で
す
か
？

　
　
定
例
会
議
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
他
、
不
定
期
に
臨
時
会
議
が
招
集
さ

れ
、
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
て
い
ま
す
。

　
　
他
に
は
、
ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ
り
ま
す

　
　
か
？

　
　
壬
生
町
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
度
、中

　
　
学
校
区
毎
に
小
中
学
校
を
訪
問
し
て
教
育

参
観
を
実
施
し
、
各
学
校
の
実
態
把
握
に
努
め

て
い
ま
す
。
公
民
館
や
図
書
館
な
ど
の
社
会
教

育
施
設
に
つ
い
て
も
、計
画
的
に
視
察
し
て
、

利
用
状
況
等
の
確
認
や
実
態
把
握
に
努
め
て
い

ま
す
。

 
ま
た
、
年
間
を
通
し
て
、
多
く
の
催
し
や
会

議
、
研
修
等
が
、
町
内
外
で
開
催
さ
れ
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
努
め
て
い

ま
す
。
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亀塚古墳測量図



羽生田小６年
木野内彩音

羽生田小３年
早乙女弥季
そう　と　　め　　み　　き

き 　 の　う ち あ や  ね

●

町
県
民
税
　
　
　
　
　
　
（
４
期
）

●

国
民
健
康
保
険
税
　
　
　（
７
期
）

●

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　（
７
期
）

●

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
７
期
）

　
　
　
　
　
　
納
期
限
　
1
月
31
日

　11月13日、駒林昭雄様より、30万円の寄附がありました。
以前、お孫さんがとおりまち保育園に通っていたことから、
お世話になった保育園に対して、寄附をいただきました。
園では、子どもたちの保育環境改善に有効活用させてい
ただく予定です。

こまばやしあきお

　
11
月
２
日
、
壬
生
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
を
会
場

に
、
「
第31
回
壬
生
町
総
合
産
業
ま
つ
り
」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
は
、
陸
上
競
技
場
の
ト
ラ
ッ
ク
に
沿
っ
て
、

数
多
く
の
出
店
・
展
示
が
立
ち
並
び
、た
く
さ
ん
の
お

客
様
が
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
や
パ
ト
カ
ー
、消
防
車
・
自
衛
隊
車

両
の
展
示
な
ど
を
楽
し
む
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
ワ
ン
ワ
ン
シ
ョ
ー
や
チ
ア
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
や
バ
ル
ー
ン
シ
ョ
ー
な
ど
が

披
露
さ
れ
、
多
く
の
観
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
壬
生
町
共
通
商
品
券

の
販
売
は
、
今
年
も
朝
早
く
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き

る
大
変
な
人
気
で
し
た
。

　11月8日、協栄産業株式会社（古澤栄一社長）様から、
まちづくりに役立てて欲しいと、50万円の寄附がありま
した。

ふるさわえいいち

表
紙
の
写
真

第
２
回
壬
生
町
ゆ
う
が
お
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。

３
ｋ
ｍ
女
子
小
学
校
４
〜
６
年
生
の
部
の
ゴ

ー
ル
付
近
の
様
子
で
す
。

今
年
も
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
高
橋
尚
子
さ
ん

に
、
参
加
者
へ
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。


